
留
岡
幸
助
の
古
谷
久
綱
宛
書
簡

同
志
社
の
運
営
・
管
理
は
は
じ
め
社
員
会
に
よ
っ

て
き
め
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月
二

十
八
日
、
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
え
よ
う
と
し
た
同
志

社
綱
領
の
削
除
問
題
の
責
任
を
と
っ
て
、
横
井
時
雄

社
長
以
下
社
員
十
二
名
が
総
辞
職
し
、
そ
の
後
新
社

員
候
補
者
十
二
名
が
選
出
さ
れ
、
翌
三
十
二
年
三
月

十
一
日
臨
時
社
員
会
が
開
か
れ
、
綱
領
削
除
の
条
項

を
復
活
し
、
同
志
社
を
財
団
法
人
の
組
織
に
改
め
、

「
同
志
社
財
団
寄
付
行
為
証
」
を
定
め
、
従
来
社
員

会
と
称
し
て
い
た
の
を
改
め
、
理
事
会
と
し
た
。
し

九
が
っ
て
社
員
は
理
事
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

九
。
い
わ
ぱ
現
在
の
理
事
会
の
素
型
が
明
治
三
十
二

年
三
月
以
降
出
来
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
理
事
の
職
責
に
理
事
会
発
足
の
と
き
か
ら
明

治
四
十
四
年
三
月
ま
で
当
た
っ
た
一
人
に
留
岡
幸
助

が
い
る
。

杉
井
六

留
岡
幸
助
は
、
周
知
の
よ
う
に
わ
が
国
社
会
福
祉

事
業
の
先
達
で
あ
り
、
伺
志
社
の
一
理
事
と
し
て
の

学
校
の
運
営
・
管
理
に
か
か
わ
る
か
れ
の
心
事
を
こ

と
改
め
て
問
題
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
論
ず
べ
き
焦

点
を
こ
と
さ
ら
に
は
ず
し
た
取
り
上
げ
方
と
思
わ
れ

る
ふ
し
も
あ
ろ
う
が
、
私
立
の
学
園
が
私
立
と
し
て

急
よ
う

の
聆
持
を
も
っ
て
、
そ
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し
、

背
筋
を
立
て
九
学
園
の
運
営
を
図
ろ
う
と
し
九
こ

と
、
ま
九
、
そ
う
し
九
校
友
同
窓
の
母
校
に
寄
せ
る

思
い
を
こ
の
際
十
分
に
温
め
る
こ
と
は
現
在
の
同
志

社
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
閑
事
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
0
か
れ
は
岡
山
の
稟
の
出
身
で
あ
り
、
明
治
十
八

年
に
入
学
し
、
二
十
一
年
六
月
別
科
神
学
科
を
卒
業

し
た
。
卒
業
後
か
れ
は
丹
波
第
一
基
督
教
会
牧
師
と

な
り
、
二
十
四
年
五
月
北
海
道
空
知
集
治
監
教
蹴
師

と
し
て
赴
任
す
る
ま
で
、
広
範
な
丹
波
路
の
伝
道
に

従
事
し
九
。
二
十
七
年
五
月
か
ら
二
年
間
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
、
監
叢
良
、
免
囚
保
護
に
関
す
る
実
地

の
勉
学
に
つ
と
め
、
帰
国
し
て
『
発
事
業
の
発
達
』

(
明
治
三
十
年
一
月
刊
)
、
『
模
範
監
獄
』
(
同
年
八
月
刊
・

訳
)
『
慈
善
問
題
』
(
明
治
三
十
一
年
十
月
刊
)
な
ど
相
つ

い
で
発
刊
し
て
、
わ
が
国
社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る

学
術
的
慈
善
の
先
鞭
を
つ
け
る
一
方
、
三
十
年
二
月

か
ら
は
霊
南
坂
教
会
牧
師
と
な
り
、
翌
年
九
月
に
は

巣
鴨
瓢
教
藹
師
と
な
り
、
三
十
二
年
五
月
靈
南
坂

教
会
牧
師
を
辞
任
後
C
察
鞭
学
校
教
授
と
な
り
、

同
年
十
一
月
に
は
東
京
府
北
豊
島
郡
巣
鴨
村
巣
鴨
に

家
庭
学
校
を
創
設
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
教
護
事
業

を
創
始
し
た
。
三
十
三
年
八
月
に
は
内
務
省
地
方
局

嘱
託
と
な
り
、
爾
後
家
庭
学
校
の
運
営
と
併
行
し
て

地
方
農
村
の
実
態
調
査
の
た
め
東
奔
西
走
し
、
地
方

改
良
運
動
に
挺
身
す
る
。
大
正
三
年
、
か
れ
は
五
十

一
歳
で
あ
る
が
北
海
道
遠
軽
に
家
庭
学
校
を
創
始

し
、
昭
和
九
年
二
月
七
十
=
戚
で
死
ぬ
ま
で
教
護
事

業
に
骨
身
を
け
ず
っ
て
力
を
尽
く
し
た
。

ち
ょ
う
ど
横
井
時
雄
社
長
が
同
志
社
通
則
の
不
易

の
条
項
を
削
除
し
て
微
兵
猶
予
の
特
典
を
え
よ
う
と

し
た
さ
い
、
か
れ
は
『
基
督
教
新
聞
』
編
集
の
担
当

者
で
あ
り
、
そ
の
紙
上
に
同
志
社
社
員
会
の
決
議
を

郎
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非
難
し
、
同
志
社
校
友
に
嫩
文
を
お
く
り
、
同
志
社

綱
領
の
改
変
に
猛
反
対
し
、
ま
た
組
合
教
会
の
死
活

の
間
題
で
も
あ
る
と
し
て
厳
し
い
姿
勢
で
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
な
っ
た
。
か
れ
が
横
井
時
雄
ら
の
総
辞
職

の
あ
と
、
新
社
員
の
候
補
者
と
な
り
、
明
治
三
十
二

年
三
月
か
ら
理
事
会
選
出
の
理
事
と
な
る
の
は
そ
の

よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
。

厭
校
の
危
機
と
思
っ
て
煩
多
な
理
事
を
ひ
き
う
け

た
留
岡
幸
助
の
眼
前
に
は
、
不
幸
な
少
年
を
収
容
す

る
家
庭
学
校
の
経
営
が
あ
り
、
か
つ
ま
九
、
内
務
省

嘱
託
と
し
て
の
地
方
出
張
に
あ
け
く
れ
る
仕
事
が
山

積
し
た
。

い
ま
そ
の
理
事
を
つ
と
め
る
留
岡
幸
助
の
同
志
社

に
寄
せ
九
は
げ
し
い
思
い
を
、
後
輩
の
古
谷
久
綱

(
明
治
二
十
六
年
普
通
学
佼
卒
業
)
に
あ
て
た
書
簡
か
ら
探

つ
て
み
ょ
う
。

げ
み

高
配
を
辱
ふ
致
し
御
尽
力
の
結
果
愈
々
新
理
事
五

名
の
候
補
者
去
る
青
年
会
に
て
の
東
京
校
友
会
に

て
相
談
一
決
し
、
横
井
(
時
越
君
も
三
十
年
紀

念
会
へ
演
説
の
為
に
御
苦
労
相
成
る
こ
と
に
御
承

諾
相
成
り
申
候
。
此
度
は
尊
台
并
に
村
井
〔
貞
之

助
)
君
の
非
常
な
る
御
尽
力
に
て
斯
く
も
都
合
よ

く
相
纒
り
候
事
、
全
く
神
が
同
志
社
を
棄
て
玉
は

さ
る
こ
と
と
信
し
、
尊
台
の
御
尽
力
を
多
謝
致
す

こ
と
に
候
。

就
て
は
来
る
七
日
午
前
に
同
志
社
に
て
臨
時
理

事
会
を
開
催
、
新
理
事
諸
君
を
御
歓
迎
申
す
決
議

を
可
致
内
相
談
ま
と
ま
り
居
候
得
者
御
多
用
の
所

御
繰
合
せ
は
六
ケ
敷
か
ら
ん
も
柾
け
て
七
日
の
朝

迄
に
京
都
へ
御
出
向
な
し
被
下
度
願
上
候
。

本
式
よ
り
申
さ
は
同
志
社
よ
り
御
願
申
す
可
き

な
れ
と
、
便
宜
の
為
に
在
京
理
事
へ
此
事
依
頼
し

来
り
候
間
、
右
御
含
み
を
き
被
下
度
候
。

過
般
は
御
高
侍
に
与
り
緩
談
を
遂
け
候
事
深
く

御
礼
申
上
候
。
其
後
小
生
も
他
行
、
尊
台
に
も
海

外
へ
御
苦
労
相
成
り
行
違
い
て
御
礼
も
不
申
失
礼

致
候
。
御
海
容
被
下
度
候
。
草
々
不
具
。

明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
日
留
岡
幸
助

古
谷
久
綱
様
玉
机
下

こ
こ
に
見
ら
れ
る
新
理
事
五
名
と
は
宮
川
経
輝
、

口

2
 
封
書

明
治
開

表
東
京
市
麹
町
区
永
田
町
ニ
ノ
ニ
ハ
古
谷
久

綱
(
急
親
屡

裏
東
京
府
北
豊
島
郡
巣
鴨
村
家
庭
学
校
内
留

岡
幸
助

巻
紙
薄
紫
下
絵
毛
筆

拝
啓
仕
候
。
同
志
社
問
題
に
関
し
て
は
種
々
御

封
書

口

明
治
心
・
 
3

表
赤
阪
区
檜
町
三
番
地
古
谷
久
綱
(
拝
復
)

原
田
助
小
野
英
二
郎
、
村
井
貞
之
助
、
古
谷
久
綱

で
あ
り
、
か
れ
ら
の
理
事
会
加
入
の
経
緯
は
従
来

『
同
志
社
五
十
年
史
』
、
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』

に

は
こ
と
あ
ら
た
め
て
叙
述
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

)
0
し

し
、
留
岡
幸
助
が
社
友
伊
藤
博
文
が
日
露
戦
後
の
朝

鮮
問
題
に
い
ま
新
た
に
韓
国
統
監
と
な
り
、
そ
の
秘

書
を
つ
と
め
る
古
谷
久
綱
に
理
事
の
職
責
を
依
托
す

る
同
志
社
問
題
は
、
そ
ん
な
閑
事
業
で
あ
ろ
う
は
ず

が
な
い
。
『
明
治
三
十
七
年
度
同
志
社
報
告
』
を
見

る
と
、
理
事
堀
貞
一
の
満
期
退
職
後
、
理
事
会
は
補

欠
と
し
て
原
田
助
を
選
挙
し
、
就
任
を
依
頼
し
た
が

本
人
の
承
諾
を
え
ず
、
三
十
七
年
五
月
に
再
投
票
し
、

十
月
決
戦
投
票
の
結
果
宮
川
経
輝
が
多
数
を
え
て
、

宮
川
に
当
選
の
こ
と
を
通
知
し
承
諾
を
求
め
九
と
こ

ろ
、
三
十
八
年
三
月
末
に
い
九
っ
て
も
応
答
が
え
ら

れ
な
い
と
い
う
事
態
が
報
ぜ
ら
れ
、
同
志
社
の
運
営

に
何
か
円
滑
を
欠
く
憾
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
留
岡
幸
助
が
同
志
社
の
運
営
に
校
友
同

窓
が
力
を
尽
く
す
こ
と
と
、
そ
の
力
を
あ
わ
せ
る
こ

と
を
強
く
求
め
て
い
た
事
情
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
ょ
い
で
あ
ろ
う
。
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衷
東
京
府
北
豊
島
郡
器
村
家
庭
学
校
内
留

岡
幸
助

巻
紙
毛
筆

拝
啓
仕
候
。
御
懇
切
な
る
御
書
状
難
有
鳴
謝
候
。

諸
先
輩
の
御
親
切
は
辱
な
く
受
納
致
し
候
も
、
小

生
が
理
事
と
し
て
何
等
同
志
社
に
益
な
き
を
認
め

候
間
、
此
度
は
是
非
に
御
辞
退
申
上
度
、
社
長
へ

は
長
文
の
手
紙
差
出
し
を
き
候
得
共
、
老
台
の
御

尽
力
に
よ
り
て
是
非
に
小
生
の
願
意
の
達
す
る
や

う
御
高
配
被
下
度
候
。
「
己
れ
を
知
れ
」
と
申
す

こ
と
は
常
に
小
生
の
考
へ
居
る
要
れ
ぱ
何
分
よ

ろ
し
く
御
取
計
ら
ひ
被
下
度
候
。
実
は
本
日
に
て

も
尊
台
に
御
目
に
か
》
り
度
候
得
共
昨
夜
半
愛

知
県
よ
り
帰
宅
、
明
日
は
長
野
県
へ
出
張
、
け
五

六
日
な
ら
て
は
帰
り
不
申
候
や
う
の
こ
と
也
。
欠

礼
仕
候
為
に
今
回
の
理
事
会
へ
も
よ
う
出
席
致
し

兼
候
。
草
々
不
且
<
。

留
岡
幸
助

三
月
十
七
日

玉
机
下

古
谷
久
綱
様

て
の
繁
務
を
示
し
、
か
れ
は
「
己
れ
を
知
れ
」
と
理
事

職
責
へ
の
自
省
を
顧
み
て
辞
職
を
申
し
出
て
い
る
。

明
治
"
・
 
3

封
書

稔

表
赤
阪
区
檜
町
三
番
地
古
谷
久
綱
(
親
展
)

衷
巣
鴨
家
庭
学
校
留
岡
幸
助

巻
紙
毛
筆

拝
啓
仕
候
。
原
田
社
長
も
長
ら
く
滞
米
の
所
好

土
産
を
以
て
帰
ら
れ
候
事
誠
に
喜
ぱ
し
き
こ
と
に

て
候
。
段
々
内
外
共
に
足
並
揃
ふ
て
進
み
候
事
御

同
慶
に
堪
へ
さ
る
こ
と
に
候
。

就
て
は
小
生
こ
と
咋
年
よ
り
申
居
り
候
理
事
職

辞
任
の
こ
と
愈
々
本
日
原
田
社
長
宛
に
て
同
志
社

へ
向
け
辞
表
提
出
致
し
を
き
候
。
そ
の
理
由
は
決

し
て
不
快
不
満
に
て
辞
職
致
す
こ
と
に
無
之
候
。

同
志
社
の
前
途
を
望
め
ぱ
向
上
発
展
致
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
多
く
、
小
生
の
如
き
金
力
及
そ
の
他
の

能
力
な
き
も
の
が
要
職
を
汚
す
へ
き
も
の
に
あ
ら

す
、
他
を
顧
み
れ
は
新
進
の
同
窓
諸
君
に
し
て
理

事
に
適
当
の
人
物
多
く
、
小
生
は
今
日
此
等
の
人

に
そ
の
位
置
を
譲
る
方
同
志
社
の
為
に
よ
ろ
し
か

る
へ
し
と
信
候
。
牧
野
〔
虎
次
)
、
水
崎
〔
基
こ
両

氏
へ
は
此
書
と
共
に
小
生
の
後
任
に
は
近
藤
賢
二

君
か
二
宮
峰
男
君
を
撰
ん
て
呉
れ
る
や
う
申
送
り

留
岡
幸
助
の
理
事
会
選
出
と
し
て
の
理
事
は
明
治

四
十
一
年
四
月
満
期
と
な
り
、
そ
の
年
十
一
月
内
国

社
友
選
出
理
事
と
な
り
当
時
ま
だ
そ
の
任
期
を
余
し

て
い
九
。
愛
知
長
野
へ
の
出
張
は
内
務
省
嘱
託
と
し

を
き
候
。
実
は
老
兄
と
は
親
し
き
間
柄
故
参
上
辞

任
の
次
第
申
述
ふ
へ
く
の
所
、
明
朝
一
番
に
て
愛

知
県
へ
出
張
致
さ
ね
は
な
ら
す
、
寸
暇
殆
ん
と
無

之
、
只
今
も
外
出
よ
り
帰
宅
、
深
更
に
及
ひ
て
此

書
を
認
め
候
や
う
の
こ
と
に
て
候
。
他
意
な
き
辞

職
な
れ
は
老
兄
等
御
賛
成
被
下
や
う
願
上
候
。
何

れ
拝
顔
の
上
委
細
可
悉
な
れ
と
も
徳
富
(
竺
怨

先
生
と
老
兄
丈
に
は
小
生
の
真
意
申
述
へ
を
き

候
。
不
悪
御
諒
察
被
下
度
候
。
草
々
不
具
。

三
月
十
二
日
夜
十
二
時

留
岡
幸
助

古
谷
老
台
座
下

『
明
治
四
十
四
年
度
同
志
社
報
告
』
に
よ
る
と
、
か

れ
の
希
望
の
よ
う
に
近
藤
賢
二
が
理
事
に
選
ば
れ
、

か
れ
の
理
事
と
し
て
の
職
責
は
と
か
れ
九
。
そ
の

年
、
同
志
社
は
翌
年
四
月
を
期
し
て
同
志
社
大
学
を

開
設
す
る
こ
と
を
理
事
会
は
決
議
す
る
。

同
志
社
を
大
学
と
す
る
こ
と
の
骨
身
を
け
ず
る
努

力
の
実
態
は
、
な
お
そ
の
他
多
く
の
関
係
文
書
を
渉

猟
す
る
要
が
あ
る
が
、
現
在
『
留
岡
幸
助
著
作
集
』

(
全
五
巻
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
同

朋
社
出
版
)
の
作
業
を
進
め
る
な
か
で
、
先
人
の
足

し
の

跡
を
偲
ぷ
よ
す
が
と
し
て
、
そ
こ
に
器
す
る
予
定

の
書
簡
の
一
端
を
紹
介
し
た
。

(
大
学
人
文
科
学
研
究
所
専
任
研
究
員
)
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デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
の
片
鱗

デ
ン
ト
ン
先
生
が
明
治
四
十
二
年
か
ら
、
逝
去
さ

れ
た
昭
和
二
十
二
年
ま
で
の
約
三
十
八
年
間
住
ま
わ

れ
た
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
と
呼
ぱ
れ
た
建
物
は
、
先
生

の
没
後
約
十
一
年
問
生
き
延
び
、
昭
和
三
十
三
年
の

夏
新
心
寮
建
築
の
た
め
延
撤
去
さ
れ
た
。

多
く
の
校
友
、
同
窓
に
と
っ
て
は
限
り
な
く
な
つ

か
し
く
、
ま
た
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
メ
ッ
カ
と

さ
え
言
わ
れ
た
こ
の
ハ
ウ
ス
が
消
え
た
こ
と
は
、
時

代
の
流
れ
と
は
い
え
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
際
、
先
生
の
居
間
で
も
あ
り
、
客
間
で
も
あ
り

更
に
終
青
の
場
所
と
も
な
っ
九
食
堂
と
呼
ば
れ
た
一

室
を
将
来
建
て
ら
れ
る
寮
舎
の
一
部
に
再
現
し
て
長

く
悪
す
る
た
め
に
、
必
要
な
建
具
・
備
品
の
類

を
、
当
時
あ
っ
た
栄
冠
寮
の
土
蔵
に
収
蔵
し
九
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
は
、
「
同
志
社
九
十
年
小
史
L
一
六

七
頁
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
ど
ぅ
し
九
こ
と
か
、
そ
の
貴
重
品
は
い
つ

の
頃
に
か
消
滅
し
て
し
ま
っ
九
。
誰
に
た
ず
ね
て
も

は
っ
き
り
し
た
答
え
は
得
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
栄

冠
寮
が
売
却
さ
れ
た
時
点
で
、
何
か
の
手
違
い
で
ス

ク
ラ
ッ
プ
と
し
て
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
備
品
の
中
で
、
デ
ビ
ス
博
士
が
明
治
の
初

年
に
汽
艦
の
煙
突
を
横
切
り
に
し
て
作
ら
せ
た
と
い

う
楕
円
形
の
巨
大
な
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
忘
れ
難
い
も

の
も
多
い
が
、
一
体
ど
こ
へ
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

現
在
女
子
大
学
に
保
存
さ
れ
て
い
る
多
少
の
家

具
、
什
器
な
ど
や
、
蔵
書
の
類
は
別
と
し
て
、
建
物

自
体
を
偲
ば
せ
る
よ
う
な
も
の
は
全
く
皆
無
と
い
っ

て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
不
思
議
な
こ
と
は
建
物
の

全
容
を
示
す
よ
う
な
絵
画
や
写
真
も
ほ
と
ん
ど
見
当

た
ら
な
い
。
一
昨
年
秋
出
版
さ
れ
九
銅
銀
松
雄
氏
の

著
「
デ
ン
ト
ン
先
生
と
.
察
官
」
の
表
紙
と
カ
バ
ー

に
、
前
総
長
住
谷
悦
治
先
生
の
「
崩
さ
れ
つ
つ
ぁ
る

中
村

デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
」
と
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
色
刷

り
が
あ
る
が
、
あ
れ
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る

と
思
う
。

あ
の
ハ
ウ
ス
が
こ
わ
さ
れ
て
い
る
時
、
私
は
、
何

か
一
つ
か
た
み
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
欲
し
か
っ

九
。
そ
れ
で
、
当
時
の
女
子
大
学
長
瀧
山
徳
三
先
生

に
、
ハ
ウ
ス
の
西
端
の
料
理
室
か
ら
二
階
の
先
生
の

寝
室
に
通
じ
る
狭
い
曲
が
っ
た
階
段
の
片
側
に
打
ち

つ
け
ら
れ
た
三
メ
ー
ト
ル
ぱ
か
り
の
古
い
竹
が
も
ら

え
な
い
か
と
頼
ん
だ
。
そ
れ
は
九
だ
平
凡
な
竹
の
棒

で
は
あ
る
が
、
長
い
間
キ
チ
ン
か
ら
立
ち
昇
る
油
煙

あ
か

や
デ
ン
ト
ン
先
生
や
星
名
先
生
の
手
垢
(
り
・
)
な
ど

で
茶
褐
色
と
な
り
、
一
見
煤
竹
の
よ
う
な
感
じ
で
あ

つ
九
。
桃
山
先
生
は
、
早
速
私
の
願
い
を
聞
き
入
れ

て
、
そ
の
竹
を
わ
ざ
わ
ざ
学
長
室
に
運
ぱ
せ
て
下
さ

つ
た
。
当
時
私
は
何
に
使
用
す
る
と
い
う
あ
て
も
な

か
っ
た
が
、
一
・
二
年
の
後
書
斎
の
模
様
替
え
を
し

九
際
、
ふ
と
思
い
つ
い
て
、
大
工
に
こ
の
竹
の
使
い

道
を
相
談
し
九
と
こ
ろ
、
彼
は
早
速
一
間
半
の
た
れ

壁
の
下
端
を
飾
る
横
棒
に
使
っ
て
く
れ
九
。
デ
ン
ト

ン
先
生
や
星
名
先
生
が
日
に
幾
回
と
な
く
こ
の
竹
に

す
が
っ
て
急
な
階
段
を
上
下
さ
れ
た
こ
と
を
思
う

と
、
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
得
難
い
宝
物
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
同
時
に
二
度
と

見
る
こ
と
の
で
き
ぬ
デ
ン
ト
ン
ハ
ウ
ス
の
歴
史
的
片

鱗
と
し
て
も
大
切
に
保
存
し
九
い
も
の
で
あ
る
。

(
元
女
子
大
学
教
授
)
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